
１　山形県の交通事故　　　 ２　安全運転管理者選任事業所の交通事故

件数 死者 傷者 件数 死者 傷者
1,013 8 1,210 224 1 274
1,138 14 1,340 267 1 300
-125 -6 -130 -43 0 -26
-11.0 -42.9 -9.7 -16.1 0.0 -8.7

22.1 12.5 22.6
○　発生件数及び傷者が減少

(1)　事業所の所在地別発生状況（任意加入事業所を除く） (2)　主な事故原因別発生状況
件数 死者

令和６年 令和５年 増減率 令和６年 令和５年 増減率 224 1
224 267 -16.1 1 1 0.0 12

計 110 145 -24.1 0 1 -100.0 9
山 形 76 92 -17.4 1 -100.0
上 山 6 9 -33.3 2
天 童 14 24 -41.7 3
寒 河 江 14 20 -30.0 9

計 26 29 -10.3 0 0 11
村 山 12 20 -40.0 27
尾 花 沢 2 0 12
新 庄 12 9 33.3

計 47 53 -11.3 1 0
庄 内 2 4 -50.0 16
酒 田 22 27 -18.5 48 1
鶴 岡 23 22 4.5 1 28

計 40 40 0.0 0 0 25
長 井 12 8 50.0 15
小 国 2 2 0.0 5
南 陽 10 10 0.0 2
米 沢 16 20 -20.0 3

総　計 業務中 出　勤 退　社 観光・娯楽 ドライブ 飲　食 買　物 訪　問 送　迎 通　院 その他
224 42 39 45 3 3 2 38 12 16 6 18

1 1
件　数 143 30 29 26 0 2 1 20 9 13 4 9
死　者 1 1

○ 業務中、出勤、退社での事故が56.3％　　○ 交差点での事故が全体の63.8％
○ 業務外では「買物」での事故が多く発生。
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７月・８月は、ぼんやり運転などによる「夏型事故」に注意！！

○ 暑さが増していくこれからの時期、車両運転に対する集中力が途切れ、「ぼんやり運転」や「わき見

　 運転」などの” 夏型事故 ”の発生が懸念されます。夏型事故の類型としては、単独や正面衝突が多く、

    死亡事故や重傷事故となる割合が高いとした特徴があります。

○ 事故の発生時間帯としては、午前７時頃から急増し、午後６時頃まで発生する傾向にあります。

通行目的

○　224件中、所在地不明１件あり       （内数）無免許　

※　当事者不明や調査不能等の事故を除く

○　安全運転義務違反による事故が61.2％

(3)　主な通行目的別発生状況

○　飲酒運転による事故が３件発生
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令和６年７月 　山形県警察本部

安全運転管理者選任事業所の交通事故発生状況（令和６年５月末現在）

令和６年 令和６年
令和５年 令和５年

死 者

３　安全運転管理者選任事業所の交通事故の主な特徴

件 数

増 減 率

総 計

※　事故件数等は、安管選任事業所全県の件数であり、地区安全運転
　管理者（連絡）協議会に加盟していない事業所の件数も含みます。

○　発生件数、死者及び傷者は減少 全事故に占める構成率

増　   減 増　   減
増 減 率

総 計 信 号 無 視

・夏場は特に前後左右をよく確認し、前の車や信号機、一時停止等の標識に注意し、

運転に集中しましょう。

・疲れを感じたら、無理せず休憩を取り、運転に対する集中力を保ちましょう！


